
　鳥羽市特定事業主行動計画の着実な推進を図るために実施状況を取りまとめ、その結果を

公表するものです。

（１）職員の勤務環境に関するもの

・育児休業取得に伴う代替職員の配置に努めました。

・育児休業取得可能な職員に対する個別の制度説明を行いました。

・課長級職員研修において、多様化する働き方に対する職場環境づくりの実践を促す

ためのダイバーシティ研修を実施しました。

・出産・育児に関する各種休暇制度一覧を作成し、グループウェアにて周知しました。

・時間外勤務縮小のため、原則として時間外勤務を午後８時までとする取組を実施する

とともに、管理職による職場巡視を継続して実施しました。

・毎週水曜日をノー残業デーとし、定時退庁を促す館内放送を継続して実施しました。

・毎月中旬の水曜日を「みんなで体調（退庁）管理の日」とし、原則として午後６時

までに全職員が退庁する取り組みを実施しました。

・職員の健康状態に及ぼす影響を考慮し、時間外勤務が多い職員に対して、産業医に

よる健康相談を受けさせるなど、職員に対する保健指導の充実を図りました。

・ゴールデンウィーク等の長期休暇と組み合わせた年次休暇の取得など、課長会議の

場で、定期的に休暇の取得促進を周知しました。

（２）その他の次世代育成支援対策に関する事項

・小学生の下校時刻に合わせ地域住民等の見守りを促し、子どもたちが安心して通学

できるよう防災行政無線による呼びかけを行いました。

（目標達成年度：令和３年度）

（１）育児休業等の取得率【男性１５％以上・女性１００％維持】

令和３年中の取得率

男性　　　０％ （１２人中　　　０人取得）

女性　１００％ （１５人中　　１５人取得）

（２）各職員の１年間の時間外勤務時間数が、上限目安時間の３６０時間以下の範囲

※参考　令和３年度実績で３６０時間を超えた職員　１７人

（３）職員１人当たりの年次休暇の取得日数が１１日以上

令和３年の取得日数　　８．９日　

　　　　　　取得率　２２．９％　

（４）係長級以上にある職員に占める女性割合が３６．２％

令和３年度の女性割合　　３１．１％　

３　数値目標の達成状況

令和３年度　鳥羽市特定事業主行動計画に基づく取組状況について

２　主な取組状況

１　目的


